
 

 

（別紙１－１） 

事 業 計 画 書 

団 体 名 畑野町自治会 （町おこし推進委員会） 

交付金区分 
（該当欄をチェック

又は■） 

☐ 一般プログラム ■公共プログラム（継続事業） 

■ 1-1 単独型 
☐ ２  プラットフォーム型 

☐ 1-2 単独型（一般プログラムの特例） 
☐ ３  公共空間活用型 

事 業 名   ふるさと再発見 ～自然を生かした交流活動～ 

事業実施地域 京都市の場合（     区）・ 京都市以外の場合（ 畑野     市・町・村） 

活動の種類 

（該当するものを○で囲んでください。複数選択可） 
① 環境保全活動 
５ 地域美化活動 
９ 地域スポーツ振興 

２ 子育て支援活動 
６ 地域産業おこし 
⑩ 地域文化活動 

３ 共助型福祉活動 
７ 地域商業の活性化 
11 地域行催事の再興 

４ 地域の安心・安全 
⑧ 農村・都市交流活動 
12 その他（       ） 

 主な活動 （ ８ ）番  選択された番号のうち、もっとも重点においている活動を１つ選んでください。 

地域課題・ 
事業の目的 

次世代を担う子供たちが次々と都会へ出ていき、高齢化を迎えた世代が残される状況となりつつ

ある。しかし、その高齢者も生活不安（買い物、医療等）から、都市へ流出する事例が多くみられ

るようになった。 
 この畑野町を第２の故郷として、また都市住民との交流を通じて地域の魅力を発信し、地域の活

性化と「絆」づくりを進める取り組みを実施し、活力とにぎわいを取り戻すことを目的に事業を実

施する。 

対象となる 
地域住民 

（※ どのような地域住民のために実施される事業か、想定される対象や人数をわかる範囲で記入してください。） 
 
 畑野町民及び周辺市町村の方々を対象とし、各事業約１００人程度の参加を目指す。 

具体 的な  
事業 内容  

（※ 何を行うのか、詳細に記入してください。） 
【自然学習】 
  ・【苗植えと収穫祭】 
    ※市民農園を活用し、未来を担う子供たちに自然に親しみ、野菜（サツマイモ）を植える

体験と収穫祭時のとれた野菜を手にとる喜びなどを味わっていただきながら、食の大切さ

や自然の良さなどを学び、合わせて親子の絆を深め、交流につなげる取り組みを進める。 
  ・【「地域発見ウォーキング ＆ウォーキング指導」（リンゴ村へのハイキングコース）】 
    ※南丹市 杉が沢（リンゴ村）に畑野小学校に通う通学路があった。その道を地域のみん

なでできる限り整備し、ハイキングコースとして、また、地域間交流の道として復活す

る取り組みを進める。 
  ・【「半国山登山」の実施（秋）】   
    ※半国山（はんごくさん）は、亀岡市の西部に位置し、宮前町、本梅町、畑野町の３町に

またがる亀岡市一番の高さを誇る山です。 
     登山道は、おおむね整備されており、初めての方でも、体力に自信がない方でも登りや

すく、頂上からは大阪湾やアベノハルカスが見える。（ただし、天気がよく空気の澄ん

だ日） 
    
【環境活動】 
 ・【ホタル鑑賞会】 
   ※自然が豊かな畑野町は、町内を流れる大路次川周辺で多くのホタルを見ることができる。 
    こうした自然を大切にすることの重要性や地域に生きる生物について学習するとともに

ホタルが飛び交い、虫の音が響き渡る自然を体験できる素晴らしさを味わうことでふる

さとの再発見につなげる 
・【星空観察会（夏）・（冬）」】 

    ※講師の方をお招きし、畑野町の夜空から見える星座を教えてもらいながら、自然の大切

さと環境保全の大切さを学び、住民交流を図ることで、地域の絆を深める取り組みとし

て実施する。 
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【交流活動】 
  ・ホームページを通じて、各種イベントの案内を行い広く参加を呼び掛けることで交流を推進

する。 
  ・地域の活性化に取り組んでいる先進地の状況を視察研修し、交流を深める。 
    
  ・昨年度、地域の方々と取組「しいたけの原木」づくりを行いました。今年度は、椎茸づくり

をして都会の方と地域住民との交流会の実施などを進めていく。 
 

時 期 実施内容（名称、場所等） 
６月１１日 
６月２５日 
８月中旬 
１０月下旬  
１１月上旬  
１１月中旬 
２月 中旬  
 
 
 
 
 

・サツマイモの苗植え（市民農園） 
・ホタル観賞会（環境学習及び大路次川周辺） 
・星空観察会（夏空） 
・地域発見ウォーキング 
・収穫祭（市民農園）及び環境学習 
・半国山登山（秋） 
・星空観察会（冬空） 
 
畑野町町おこし推進委員会ホームページ 参照 
アドレス 

http://www001.upp.so-net.ne.jp/hatanocho/index.html 

事業の効果 

（※ 事業を通じて地域や地域住民の変化等に寄与すると見込まれる効果を記入してください。） 
 
 事業を継続することによる認知度のアップに伴う参加者の増及びホームページアドレスを記載す

ることで活動情報を広く広報することにより参加者を増やすことなどで、地域を知ることや交流に

つなげることができる。 
 

前年度の事業

実績と課題 
 

※平成25～27年度

公共プログラム

対象事業を継続

する場合は記入 
 

（※ 前年度実施した事業の内容や回数、参加者数、得られた効果等の実績と課題を記入してください。） 
 
 毎年、新たな取り組みを計画し実施することで参加者を増やそう取り組んできましたが、スタッフ自身が参加者で

しかなかったりして、リピーター等を取り込むまでには至らなかった。 
そこで、今年度から、従来の事業内容の充実を図ることで、リピーター等を増やすことを目指すとともに、ホーム

ページの活用により広く参加を呼び掛けながら都市交流につなげる。 
 
  


